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令和７年度 目黒区立烏森小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年５月３１日（土）午前１２時３０分～午後１時３０分 

（２）第２回実施日時 令和７年９月２０日（土）午前１２時３０分～午後１時３０分 

 

２ 参加者 

  ・学校評議員 

  ・校長 ・副校長 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎四者ともに肯定的な

評価が９割以上であ

り、学校教育活動全

体への評価は概ね良

好であった。 

◎保護者の「Ｅ分から

ない。」が減少した。

日々の教育活動や学

校行事、学校だより・

ホームページ等を含

めた情報発信を通し

て、教育活動への理

解が深まった結果で

あると考える。 

・引き続き学校教育活

動を充実させ、学校公

開や学校行事での児

童の姿や学校だより・

ホームページ等を通

して、情報発信に努め

る。 

・令和９年度の開校 

１００周年に向けて、

保護者・地域と連携し

ながら、児童の思い出

に残る様々な学校行

事や企画・準備し、雰

囲気を盛り上げてい

く。 

・学校全体が落ち着い

ているように感じる。

引き続き、情報発信に

努めてほしい。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎保護者の学校評価

は、89.5%（＋2.0％）

となり、「思いやりの

ある子」を重点とし

た教育目標が理解さ

れたものであると考

・今後も、教育目標に向

けて、日々の教育活動

の充実に努め、保護

者・地域に情報発信し

ていく。 

・運動会や学芸会など

・保護者・地域への周知

もすすんでいるよう

に思うが、引き続き、

情報発信をお願いし

たい。 



える。 

●地域の学校評価は改

善 し た も の の 、

83.3％（＋7.6%）に留

まっており、地域へ

の情報発信が課題で

ある。 

の学校行事や授業公

開の案内を地域に配

布したり、地域掲示板

に掲載したりして、学

校の教育活動につい

て広く情報発信して

いく。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎日々の道徳授業や道

徳授業地区公開講

座、人権教育推進校

として行った人権の

花・人権標語・人権オ

ープンスクールなど

の取組を通して、子

どもたちが自他を大

切にする道徳的な実

践力が向上し、児童

間のトラブルが減少

している。 

・日々の道徳授業や、人

権の花・人権オープン

スクールなどの取組

を充実させ、児童の道

徳的な実践力をさら

に高め、自他を大切に

する児童の育成に努

める。 

・次年度、人権教育推進

校２年目の取組とし

て、人権推進校報告会

を実施し、区の人権教

育の充実にも努めて

いく。 

・元気に「おはようござ

います」と言う子ども

が多いように感じる。

特に高学年の子ども

がしっかりとあいさ

つできていて素晴ら

しい。 

・引き続き、心の教育を

大切にすすめていた

だきたい。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

習熟度別指導、○○タ

イム、主体的に学習に

取り組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

◎児童の学校評価は、

肯定的な評価が 9 割

を越えたが、保護者

の学校評価は 85.3％

（-2.2％）となってお

り、課題である。 

◎複線型の学習や学習

タイムなどの学び方

を学ぶ学習を通し

て、児童が自己の課

題を向けて主体的に

取り組む力が付きつ

つある。 

⦿学習用情報端末の利活

用については、概ね賛

成で、保護者・児童共に

学校評価が高かった

が、過度な学習用情報

端末の使用について問

・次年度、文部科学省の

研究開発学校の発表

を控えており、課題を

自ら選択し、主体的な

学ぶことのできる児

童の育成に努める。 

・デジタルとアナログ、

それぞれのよさを活

かせるよう、学習用情

報端末の活用を進め

るだけでなく、ノート

指導を適切に行って

いく。 

・情報モラル教育を計

画的に行い、学習用情

報端末の適切な利用

方法について指導し

ていく。 

・発表のプレゼンなど

を見ると、子どもなり

に iPad を使いこなし

ているように感じる。 

・iPad は学習のための

ツールと位置付けて

いるということなの

で、引き続き情報モラ

ル教育などに取り組

み、適切な利用の仕方

を指導していってい

ただきたい。 



題意識をもっている保

護者もいる。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

◎日々の体育授業だけ

でなく、運動会、烏森

ランニングなどの体

育的行事を通じて、

体力の向上を図っ

た。 

◎養護教諭による保健

指導の充実を通し

て、健康の促進に取

り組むことができ

た。 

◎夏季休業期間の変更

に伴い、芝生養生期

間を短縮した。結果、

体育の授業や休み時

間で校庭の使える期

間が増えた。 

⦿学校行事の充実した一

方、体育館を使用でき

る期間が短くなった。 

・学校行事と体育的活

動の両立に向けて、よ

りよい形を考えてい

く。 

・芝生養生期間の短縮

に伴う芝生の損傷に

ついては、外部の専門

家と連携し、維持管理

の質の向上に努める。 

 

・気温水温や、熱中症対

策など、水泳指導は大

変だと思うが、安全に

気をつけて実施して

ほしい。 

・芝生の維持管理は大

変だと思うが、子ども

が安全に使える維持

管理を頑張っていた

だきたい。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎多くの保護者の方

が、運動会等の学校

行事に来校し、子ど

もたちの一生懸命取

り組んでいる様子を

見ていただくことが

できた。結果、学校行

事への保護者の肯定

的な評価が高く、

92.1％（＋6.4％）と

9 割を越えた。 

◎にこにこタイムなど

の縦割り班活動や１

年生と６年生のお相

手さん活動など、異

学年交流が本校の特

色として認識され、

高い評価となってい

・週時程を見直して、授

業時間数に関わらず

異学年交流の時間を

確保することができ

た。今後も、週時程や

年間行事予定を精査

しながら、裁量の時間

を確保し、異学年交流

を継続していく。 

 

・住区の活動などでも、

高学年が低学年のお

世話をしたり、声を掛

けたりが見られ、縦割

り班活動の成果が現

れているように感じ

る。引き続き、学校の

特色として取り組ん

でいってほしい。 



る。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

⦿学校全体では、比較的

落ち着いた学級が多

く、児童の学習・生活

も安定し、児童・保護

者の評価に繋がっ

た。一方、高学年の一

部で、登校渋り・不登

校対応などが必要な

状況があり、引き続

き丁寧に対応してい

く。 

⦿いじめの重大事態にな

るようなことはなく、

落ち着いた学校生活に

つながった。一方、不登

校傾向にある児童は一

定数おり、学級担任、養

護教諭、スクールカウ

ンセラーが連携して個

別に対応している。 

・代表委員会によるあ

いさつ運動など、児童

の気持ちを受け止め、

よりよい学校になる

ような取組の充実を

図っていく。 

・登校渋りや不登校傾

向にある児童の対応

について、担任を中心

に、専科・ＳＣ・めぐ

ろ学校サポートセン

ターなどで連携し、組

織的に対応していく。 

・学校全体が落ち着い

ているように感じる。

個別の対応も多いだ

ろうが、引き続き安心

安全な学校づくりを

行っていただきたい。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

⦿防災教育について、

毎月の避難訓練や安

全指導など、児童も

しっかり取り組んで

おり、保護者・児童と

も評価が高い。一方、

防犯教育について、

保護者の評価が防災

教育に比べて評価が

低い。 

・防災教育については、

児童の安全を守るた

めに、想定や安全体制

を見直し、引き続き緊

張感をもって避難訓

練に取り組んでいく。 

・防犯教育については、

ネットトラブルにつ

いての対応が急務で

ある。情報モラル教育

を計画的に実施する

ほか、外部の専門家を

招くなど、充実を図っ

ていく。 

・左記の通り 



＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎保育園・幼稚園との

交流や、５年生の中

学校体験授業、６年

生のいじめ問題を考

えるめぐろこども会

議など、小中連携給

食など、連携を深め

ることができた。 

●小中連携引き渡し避難

訓練は連携行事の一つ

であるが、保護者の参

加が難しい日程になっ

てしまった。 

・小中連携引き渡し避

難訓練については、保

護者の参加しやすさ

を考慮し、日程を変更

する。 

・６年生のいじめ問題

を考えるめぐろ子ど

も会議は、当日だけで

なく、事前の準備や事

後の報告会の充実を

図り、いじめを発見で

きる学校づくりをす

すめていく。 

・いじめ会議は、子ども

たちがしっかり話し

合いを行っている様

子が見られた。一方、

他の活動内容は見え

づらく、見える化を図

っていく必要がある。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

◎保護者情報システム

（Home ＆ School）

での情報発信は、学

校だより以外の手紙

の配信や、来月の行

事予定の配信なども

行い、利便性の向上

に努めた。 

◎各学年の情報発信だ

けでなく、専科や学

校行事でのホームペ

ージの更新が増え、

閲覧数が増加してい

る。 

●学年のホームページ

の配信には、ばらつ

きがある。 

・引き続き、保護者情報

システムの活用を図

り、保護者の閲覧数を

増やしていく。 

・児童の学習・生活の様

子をホームページ等

で伝え、保護者・地域

の学校教育活動への

理解を深めていく。 

・学年の授業や行事に

合わせて、計画的にホ

ームページの配信を

行っていく。 

・引き続き、情報発信に

努めていただきたい。 

 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

・校務を通して人材育

成や若手の勉強会の

実施により協働性や

一人ひとりの専門性

の向上が図られ、教

職員の評価の向上に

つながった。 

・引き続き、協働性を発

揮できるよう、時間を

確保し、教員の人材育

成に努める。 

・左記の通り 



Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

・毎週の学年会、教職員

や関係諸機関との連

携、会議のペーパー

レス化等を通して、

業務の効率化が図ら

れ、教職員の評価の

向上につながった。 

・引き続き、週時程や年

間行事予定の工夫を

通して、研究・研修の

時間を確保し、連携・

情報共有に努めると

ともに、子どもたちと

向き合う時間を確保

していく。 

・ＩＣＴを使って働き

方改革をすすめ瑠際

には、安全性を第一に

考えて取り組んでほ

しい。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎教職員の肯定的評価

は９８．０％。校内研

修を計画的に、確実

に実施するととも

に、風通しのよい職

場づくり  に努めた

成果と言える。 

・服務事故防止を徹底 

し、児童･保護者･地

域･ 関係団体の信頼

にこたえる魅力ある

学校づくりに今後も

努める。 

・左記の通り 

 


